
この間、アフリカは2008年秋のリーマンショックに
よる経済成長の減速、2011年以降の「アラブの春」に
よる政治的混乱、2011年の
コートジボワール内乱、
2012年以降のマリ情勢の混
乱などあったものの、日本を
含む先進国がリーマンショッ
ク後の成長回復に手間取って
いるのとは対照的に、2010
年以降は5%を超える成長軌
道に服しています。

重点課題と取り組み
1.「横浜行動計画2013‐2017」と「アフリカ支
援パッケージ」
このような状況を踏まえ、TICADVでは「強固で持
続的な経済」「包摂的で強靭な社会」「平和と安定」の3
つのテーマの下、「横浜行動計画2013-2017」では、
「経済成長の促進」「インフラ整備・能力強化の促進」「農
業従事者を成長の主人公に」「持続可能かつ強靭な成
長の促進」「万人が成長の恩恵を受ける社会の構築」
「平和と安定、民主主義、グッドガバナンスの定着」の
6つが重点課題として合意されました。
また、安倍総理大臣より以下の項目を含む「アフリ

カ支援パッケージ」が発表されました※4。

● 今後5年間でODA約1.4兆円（140億ドル）を含む最
大約3.2兆円（320億ドル）の官民の取り組みでアフ
リカの成長を支援
● インフラ整備への約6,500億円（65億ドル）の公的
資金を投入
● 5大成長回廊整備支援、戦略的マスタープランを
10カ所において策定
● 産業人材を3万人育成、TICAD産業人材育成セン
ターを10カ所設立
● アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ
（安倍イニシアティブ）を立ち上げ1,000人を日本に
招へい
● 自給自足から儲かる農業への転換（SHEPアプロー
チ※5）を10カ国で展開
● 2,000億円（20億ドル）の低炭素エネルギー支援
● 新たに2,000万人の子供に対して、質の高い教育環
境を提供
● ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ※6の推進
● サヘル地域向け開発・人道支援1,000億円（10億ドル）
● 司法、メディア、地方自治、治安維持等の分野で
5,000人の行政官を育成

これまでわが国は、主に政府開発援助（ODA）を通じ

TICADIV AfDB主催の分科会にて発
言する理事長

事例

2012年10月、JICAは、南部アフリカ
のザンベジ川に架ける「カズングラ橋建
設事業」のために、ボツワナ共和国に約
87億3,500万円、ザンビア共和国に28
億7,700万円を限度とする円借款貸付規
約を結びました。本件は、「アフリカの民
間セクター開発のための共同イニシアテ
ィブ（EPSA for Africa）」の一環であり、
アフリカ開発銀行との協調融資によるも
のです。
ボツワナとザンビア両国は、資源に依

存した経済から産業の多様化を目指して
います。内陸国の両国が大きな期待をか

けているのが、南アフリカのダーバン港
につながる南北回廊を通じた物流の活性
化です。しかし、両国の国境を流れるザ
ンベジ川の移動手段はフェリーのみであ
り、トラック運転手は国境通過に平均約
30時間を要しています。この
ため、橋の建設は両国を含む
南部アフリカ地域の悲願となっ
ていました。
今回の円借款による資金で、

ザンベジ川に延長930mの鉄
道併用橋「カズングラ橋」を建
設し、国境管理施設を設けて

通関手続きの簡素化することで、越境時
間を6時間に短縮し、物流のボトルネック
の解消が期待されます。
カズングラ橋の完成は、2018年3月
の予定です。

南部アフリカ地域の悲願、カズングラ橋の建設

ボツワナ・ザンビアへの円借款供与

JICAは、南北回廊のボトルネックとなっていたボツワナ・ザンビア国境をつなぐ「夢の架け橋」の建設に向けて、2012年度、
両国に円借款を供与しました。

重量トラックを運ぶフェリーの様子

※4 詳しくは外務省HPを参照。http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000006374.pdf
※ 5 Small Horticulture Empowerment Project。小規模園芸農家に対して、農家自身
が市場調査に参加して売れる作物を選定する研修等を通じて、農家の所得増加を支援する取
り組み。P.54を参照。
※6 全ての人々が基礎的保健医療サービスを受けることが可能な状況。P.55を参照。
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